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岩場で救命胴衣を着用せずに釣り中の男性
が海から目を離し、釣れた魚の針を外そうと
していたところ、大きな波にのまれてしまい
ました。
これを目撃していた人が１１８番通報し、

かけつけた巡視艇等により発見されるも残念
ながら死亡が確認されました。



※海の安全情報の緊急情報配信サービスに登録すると「灯台で観測したリアルタ
イムな気象情報」「竜巻目撃情報・突風に関する緊急情報」「航行に支障をきた
す流木などの漂流物情報」などの情報を入手することが出来ます.（登録は無料で
すが、データ通信料は発生します。）

過去の釣り中の事故（海中転落）の発生状況から救命胴衣着用者の
方が生存割合が高いという結果がでています。自らの命を守るために
も救命胴衣は必ず着用するようにしましょう。

海が比較的穏やかに見えても時折、大きな波が来ることがあります。
釣りをする際は大きな波が来ることも想定し、危険な場所を避け、海
上模様の変化に十分に注意しましょう。

過去の釣り中の事故（海中転落）の発生状況から複数行動中の事故
者は、単独行動中の事故者に比べて生存割合が2倍以上高いという結
果がでています。海中転落した際にすぐに救助要請ができるよう単独
での行動は避け複数で行動しましょう。
また、万一に備え、携帯電話は防水パックに入れ連絡体制を保持し

ましょう。


